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一　
山
形
県
川
西
町
道
伝
遺
跡
出
土
木
簡
の
再
検
討
　
一
九
七
九
年
に
川
西
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
山
形
県
川
西
町
道
伝
遺
跡
は
、
古
代
（
奈
良
〜
平
安
時
代
）
の
出
羽
国
置
賜
郡
の
郡
家
に
関
連
す
る
遺
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い 
る 
。
大
小
二
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
（
１
）
を
含
む
一
〇
〇
基
以
上
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
遺
構
を
取
り
囲
む
よ
う
な
形
で
、
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
五
〜
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
大
溝
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
の
大
半
は
こ
の
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
墨
書
土
器
を
含
む
土
器
類
の
他
、
木
製
品
と
し
て
鍬
、
田
下
駄
、
杵
、
櫛
、
曲
げ
物
、
ザ
ル
、
椀
、
木
皿
、
盆
、
弓
、
鐙
な
ど
が
出
土
し
た
。
木
簡
五
点
、
絵
馬
二
点
も
出
土
し
て
い
る
。
年
代
は
、
奈
良
〜
平
安
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
　
と
り
わ
け
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
本
遺
跡
が
置
賜
郡
家
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
 
【
史
料
１
】　
道
伝
遺
跡
出
土
第
一
号
木
簡
 　
短
冊
形
の
木
簡
で
あ
り
、
ほ
ぼ
完
形
だ
が
、
下
半
部
の
朽
損
が
著
し
い
。
裏
面
は
全
体
に
削
り
取
ら
れ
、
若
干
の
墨
痕
を
と
ど
め
て
い
る
。
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
の
年
紀
を
も
つ
、
官
物
の
収
納
額
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。
　
本
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
、
平
川
南
氏
は
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い 
る 
。
（
２
）
　
ま
ず
平
川
氏
は
、「
計
収
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
。「
計
収
」
と
は
、
前
年
度
に
収
納
し
た
米
（
こ
れ
を
簸
振
と
い
う
）
か
ら
目
減
り
分
を
計
算
す
る
こ
と
を
い
い
、
差
し
引
い
た
量
を
振
定
＝
定
実
と
い
う
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、
寛
平
八
年
に
、
前
年
に
収
納
し
た
米
の
目
減
り
分
の
計
算
を
行
い
、
最
終
的
に
確
定
し
た
量
（「
本
倉
実
」）
が
五
四
〇
斛
程
度
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
 
〔
事
カ
〕
・
寛
平
八
年
計
収
官
物
□　
去
七
年
料　
　
　
　
　
　
　
　
 
〔
斛
カ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
倉
実
五
百 
□
□
﹇　
　
﹈
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
□
□
官
物
計
収
如
件
□
□
・
□
﹇　
　
　
　
　
　
　
﹈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
四
五
〇
×
（
二
四
）
×
七　
〇
一
一
型
式
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古
代
の
辺
要
国
と
四
天
王
法
三　
上　
喜　
孝
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　
道
伝
遺
跡　
　
木
簡　
　
四
天
王
法　
　
王
土
思
想
木
簡
は
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
注
目
す
べ
き
は
、五
四
〇
斛
と
い
う
米
の
量
で
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
一
つ
の
郡
が
一
年
間
に
納
入
さ
れ
る
田
租
の
額
に
相
当
す
る
量
と
推
定
で
き
る
と
い
う
。
　
以
上
か
ら
、
こ
の
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
前
年
の
寛
平
七
年
に
置
賜
郡
に
収
納
さ
れ
た
田
租
を
、
翌
年
、
国
司
と
郡
司
と
の
立
ち
合
い
の
も
と
で
目
減
り
分
の
計
算
（「
計
収
」）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
最
終
的
な
量
（「
本
倉
実
」）
を
確
定
し
た
。
そ
の
一
連
の
業
務
を
実
施
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
置
賜
郡
に
巡
行
し
た
出
羽
国
司
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
際
に
立
ち
合
っ
た
置
賜
郡
司
に
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
平
川
氏
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
一
号
木
簡
の
内
容
は
、
道
伝
遺
跡
の
性
格
を
探
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
道
伝
遺
跡
は
、
九
世
紀
後
半
段
階
に
お
い
て
、
置
賜
郡
の
郡
家
な
い
し
そ
の
関
連
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ 
る 
。
（
３
）
　
そ
し
て
一
号
木
簡
と
な
ら
ん
で
、
本
遺
跡
を
大
き
く
特
徴
づ
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
次
の
二
号
木
簡
で
あ
る
。
【
史
料
２
】
道
伝
遺
跡
出
土
第
二
号
木
簡
 
・
四
天
王
﹇　
　
﹈　　
　
　
　
　
　
 
観
世
音
経
一　
精
進
経
一
百
八　
十
一
面
陀
一
百
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
三
百
卅
□　
多
心
経
十
六　
涅
槃
経
陀
六
十
五　
八
名
普
密
陀
卅
・
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
二
×
三
四
×
七　
〇
一
一
型
式
　
完
形
の
短
冊
形
の
木
簡
で
あ
る
。
木
ク
ギ
が
上
端
か
ら
一
三
セ
ン
チ
と
二
六
セ
ン
チ
の
二
カ
所
、
す
な
わ
ち
全
体
を
四
等
分
し
た
上
部
二
カ
所
に
残
存
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
が
他
に
転
用
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
け
に
、
何
か
に
打
ち
つ
け
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
　
こ
の
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
も
平
川
氏
に
よ
る
分
析
が
あ 
る 
。
平
川
氏
に
よ
（
４
）
れ
ば
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
経
典
名
は
、
精
進
経
を
除
き
、
正
倉
院
文
書
中
の
「
優
婆
塞
貢
進
文
書
」
に
頻
出
し
て
お
り
、
古
代
に
お
い
て
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
経
典
で
あ
っ
た
と
い
う
。そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
経
典
の
列
記
の
意
味
は
、
冒
頭
の
「
四
天
王
」
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
の
守
護
を
祈
願
し
て
実
施
さ
れ
た
「
四
天
王
法
」
な
ど
の
法
会
の
際
に
読
ま
れ
た
経
典
を
記
録
し
、
そ
れ
を
（
柱
あ
る
い
は
壁
な
ど
に
）
打
ち
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
平
川
氏
は
、
二
号
木
簡
を
「
こ
の
地
の
守
護
を
祈
願
し
て
実
施
さ
れ
た
四
天
王
法
」
な
ど
の
法
会
に
関
わ
る
も
の
と
み
て
い
る
。
実
際
、
道
伝
遺
跡
か
ら
は
、「
佛
」「
目
」「
林
」「
二
万
」「
三
万
」「
七
万
」「
達
」「
由
」「
安
」
「
浄
」「
田
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
地
で
何
ら
か
の
仏
教
的
な
法
会
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
山
形
県
内
で
は
「
四
天
王
」
と
書
か
れ
た
古
代
の
文
字
資
料
が
も
う
一
点
存
在
す
る
。
遊
佐
町
の
宮
ノ
下
遺
跡
（
古
代
で
は
飽
海
郡
）
の
調
査
で
は
八
〜
九
世
紀
の
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し
た
が
、
こ
の
中
に
「
四
天
王
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
本
遺
跡
で
仏
教
的
要
素
を
持
つ
墨
書
土
器
は
「
四
天
王
」
一
点
の
み
だ
が
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
に
仏
画
を
描
い
た
よ
う
な
木
製
品
が
一
点
出
土
し
て
い 
る 
。
（
５
）
　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
四
天
王
法
」
で
あ
る
。「
辺
要
国
」
に
お
い
て
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は
、
国
家
守
護
の
目
的
で
と
り
わ
け
「
四
天
王
法
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
料
に
み
え
る
辺
要
国
の
四
天
王
法
関
係
史
料
を
整
理
し
た
上
で
、
日
本
海
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
境
界
意
識
や
文
化
伝
播
の
様
相
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二　
古
代
辺
要
国
に
お
け
る
四
天
王
法
の
諸
相
Ⅰ　
西　
海　
道
　
古
代
の
辺
要
国
と
四
天
王
法
と
の
関
わ
り
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
西
海
道
の
大
宰
府
・
大
野
城
で
あ 
る 
。
文
献
に
よ
れ
ば
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
（
６
）
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。
【
史
料
３
】『
扶
桑
略
記
』
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
是
歳
条
太
宰
府
起
二
四
王
院
一
。
【
史
料
４
】『
類
聚
三
代
格
』
巻
二　
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
三
月
三
日
官
符
太
政
官
符
応
レ
奉
レ
造
二
四
天
王
寺 
像
四
躯
一
事
〈
各
高
六
尺
〉
右
被
二
内
大
臣
従
二
位
藤
原
朝
臣
宣
一 
、
奉
レ
勅
、
如
聞
新
羅
兇
醜
不
レ
顧
二
恩
義
一
、
早
懐
二
毒
心
一
常
為
二
咒
咀
一
、
仏
神
難
レ
誣
慮
或
報
応
。
宜
レ
令
下
大
宰
府
直
二
新
羅
国
一
高
顕
浄
地
奉
レ
造
二
件
像
一
攘
中
却
其
災
上
。
仍
請
二
浄
行
僧
四
口
一
、
各
当
二
像
前
一
、
一
事
以
上
依
二
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
一
、
日
読
二
経
王
一
、
夜
誦
二
神
咒
一
。
但
春
秋
二
時
別
二
一
七
日
一
、
祢
益
精
進
依
レ
法
修
行
。
仍
監
已
上
一
人
専
二
当
其
事
一
。
其
僧
別
法
服
、
麻
袈
裟
蔭
脊
各
一
領
、
麻
裳 
綿
袴
各
一
腰
、 
綿
襖
子
衫
各
一
領
、
襪
菲
各
一
両
、
布
施
 
一
疋
、
綿
三
屯
、
布
二
端
、
供
養
布
施
並
用
二
庫
物
及
正
税
一
。
自
今
以
後
永
為
二
恒
例
一
。
宝
亀
五
年
三
月
三
日
　
【
史
料
４
】
に
は
、
大
野
城
に
四
王
院
が
設
置
さ
れ
た
目
的
や
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
「
四
天
王
法
」
の
具
体
的
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
王
院
は
新
羅
と
の
軍
事
的
緊
張
を
背
景
に
、
国
家
鎮
護
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
四
天
王
法
に
つ
い
て
は
、
僧
四
人
が
、
四
天
王
の
各
像
の
前
で
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
に
よ
っ
て
、
昼
は
経
巻
を
読
み
、
夜
は
神
咒
を
誦
す
こ
と
、
春
秋
の
四
天
王
修
法
を
行
う
べ
き
こ
と
、
供
養
の
布
施
は
大
宰
府
の
庫
物
な
ら
び
に
正
税
を
用
い
る
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
　
辺
要
国
に
四
天
王
寺
を
設
置
す
る
背
景
の
一
つ
と
し
て
は
、
唐
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。『
宋
高
僧
伝
』
は
、
次
の
よ
う
な
説
話
を
伝
え
て
い
る
。
【
史
料
５
】『
宋
高
僧
伝
』
京
兆
大
興
善
寺
不
空
伝
〈
慧
朗
〉
又
天
宝
中
、
西
蕃
、
大
石
、
康
三
国
帥
レ
兵
囲
二
西
涼
府
一
、
詔
空
入
、
帝
御
二
于
道
場
一
、
空
秉
二
香
炉
一
、
誦
二
任
王
密
語
二
七 
一
、
帝
見
下
神
兵
可
二
五
百
員
一
在
中
于
殿
庭
上
、
驚
問
レ
空
。
空
曰
「
毘
沙
門
天
王
子
領
レ
兵
救
二
安
西
一
、
請
急
設
レ
食
発
遣
」
四
月
二
十
日
果
奏
云
「
二
月
十
一
日
城
北
三
十
許
里
、
雲
霧
間
見
二
神
兵
長
偉
一
、
鼓
角
諠
鳴
、
山
地
崩
震
、
蕃
部
驚
潰
。
彼
営
壘
中
有
二
鼠
金
色
一
、
咋
二
弓
弩
弦
一
皆
絶
。
城
北
門
楼
有
二
光
明
天
王
一
怒
視
、
蕃
帥
大
奔
」
帝
覧
奏
謝
レ
空
、
因
レ
勅
諸
道
城
楼
置
二
天
王
像
一
、
此
其
始
也
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
唐
玄
宗
皇
帝
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
〜
七
四
八
年
）
に
、
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周
辺
の
国
よ
り
侵
略
を
う
け
、
都
が
敵
に
囲
ま
れ
た
と
き
、
玄
宗
皇
帝
が
時
の
名
僧
・
不
空
三
蔵
に
命
じ
て
毘
沙
門
天
に
祈
ら
せ
る
と
、毘
沙
門
天
の
王
子
が
鎧
、
児
に
身
を
固
め
戈
を
と
っ
て
兵
を
率
い
て
現
わ
れ
都
を
救
い
、
敵
の
陣
中
に
お
い
て
は
金
色
の
鼠
が
出
て
来
て
、
弓
の
弦
を
皆
断
っ
た
の
で
大
勝
利
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
城
に
は
常
に
毘
沙
門
天
王
像
を
祀
ら
せ
た
、
と
い
う
。
辺
要
国
の
軍
事
施
設
に
四
天
王
を
祀
る
と
い
う
政
策
は
、
唐
の
影
響
を
受
け
て
、
国
家
主
導
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
大
野
城
四
天
王
寺
の
そ
の
後
の
展
開
を
、
史
料
か
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
【
史
料
６
】『
類
聚
国
史
』
巻
一
八
〇　
延
暦
二
〇
年
（
八
〇
一
）
正
月
癸
丑
停
三
大
宰
府
大
野
山
寺
行
二
四
天
王
法
一
。
其
四
天
王
像
及
堂
舎
法
物
等
並
遷
二
便
近
寺
一
。
　
大
宰
府
大
野
城
で
行
わ
れ
て
い
た
四
天
王
法
を
停
止
し
、
四
天
王
像
な
ど
を
近
く
の
寺
（
筑
前
国
分
寺
）
に
移
し
た
。
【
史
料
７
】『
類
聚
国
史
』
巻
一
八
〇　
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
十
二
月
甲
寅
朔
大
宰
府
言
。
於
二
大
野
城
鼓
峰
一
、
興
二
建
堂
宇
一
、
安
二
置
四
天
王
像
一
、
令
二
僧
四
人
如
法
修
行
一
。
而
依
二
制
旨
一
、
既
従
二
停
止
一
、
其
像
并
法
物
等
、
並
遷
二
置
筑
前
国
金
光
明
寺
一
畢
、
其
堂
舎
等
今
猶
存
焉
。
而
遷
像
以
来
、
疫
病
尤
甚
。
伏
請
、
奉
レ
遷
二
本
処
一
者
。
許
レ
之
。
但
停
二
請
レ
僧
修
行
一
。（
巻
一
七
八
修
法
に
も
同
様
の
記
事
あ
り
）
　
大
野
城
の
鼓
峰
に
堂
を
建
て
て
四
天
王
像
を
安
置
し
た
が
、
こ
れ
を
筑
前
国
分
寺
に
移
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
疫
病
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
の
で
、
も
と
の
場
所
に
戻
し
た
。
た
だ
し
僧
侶
は
置
か
な
か
っ
た
。 
【
史
料
８
】『
類
聚
国
史
』
巻
一
七
八　
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
九
月
乙
卯
復
令
三
大
宰
府
於
大
野
城
鼓
峯
、
行
二
四
天
王
法
一
。
　
大
野
城
鼓
峰
で
四
天
王
法
が
復
活
し
た
。
【
史
料
９
】『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
二
月
庚
寅
於
二
大
宰
府
鼓
岑
四
天
王
寺
一
、
造
二
釈
迦
仏
像
一
。
　
大
野
城
の
四
天
王
寺
で
釈
迦
仏
像
を
造
っ
た
。
【
史
料　
】
平
安
遺
文　
第
四
九
〇
〇
号　
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
三
月
四
日
大
宰
10
府
牒
案
府
牒　
観
世
音
寺
　
応
三
四
王
寺
悔
過
預
二
彼
寺
講
師
一
事
牒
、
案
二
太
政
官
主
（
去
）
大
同
四
年
九
月
十
三
日
符
一 
、
被
二
右
大
臣
宣
一 
、
奉
レ
勅
、
令
二
筑
前
国
講
師
伝
燈
満
位
僧
道
証
等
、
依
レ
旧
脩
行
一
者
、
府
依
二
符
旨
一
、
比
年
奉
行
、然
今
道
証
解
任
但
去
、仍
令
三
其
替
講
師
勤
覚
遵
二
行
其
法
一
、此
則
別
国
之
時
、国
司
掌
城
之
日
所
二
行
事
一
矣
、
府
今
商
二
量
件
悔
過
法
一
、
始
二
去
宝
亀
五
年
一
行
之
、
而
依
二
太
政
官
去
延
暦
廿
年
正
月
廿
日
符
一
停
二
止
此
法
一
、
即
其
像
移
二
属
筑
前
国
金
光
明
寺
一
畢
、
此
則
府
帯
国
之
日
所
為
也
、
今
件
寺
在
二
大
野
城
中
一
、
彼
城
且
付
レ
府
已
了
、
然
則
事
須
二
停
止
一
、
国
講
師
別
当
府
講
師
寺
察
二
此
状
一
、
自
今
以
後
、
依
二
預
掌
二
、
以
牒
。
　
　
　
　
弘
仁
十
一
年
三
月
四
日
少
典
嶋
田
臣
清
田
大
弐
安
倍
朝
臣
寛
麻
呂
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「
件
公
験
為
本
寺
沙
汰
書
移
案
文
進
上
之
」
　
大
同
四
年
以
降
、
四
天
王
寺
の
悔
過
法
は
筑
前
国
講
師
の
道
証
が
行
っ
て
い
た
が
、
四
天
王
像
が
筑
前
国
分
寺
か
ら
大
野
城
に
も
ど
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
悔
過
法
の
つ
と
め
を
、
大
宰
府
の
観
世
音
寺
の
講
師
が
つ
と
め
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
。
【
史
料　
】
平
安
遺
文　
第
四
四
九
四
号　
太
政
官
牒
（
園
城
寺
文
書
）
11
（
外
題
）「
弘
伝
真
言
止
観
両
宗
官
牒
奥
書
親
筆
」
太
政
官
牒
　
十
禅
師
延
暦
寺
伝
燈
大
法
師
位
円
珍
牒
、
円
珍
奏
状 
、
円
珍
伏
以
、
承
和
聖
上
登
極
之
載
、
年
分
奉
レ
試
、
読
二
大 
盧
遮
那
経
一
、
及
第
蒙
レ
度
、
依
レ
式
一
紀
棲
山
、
習
二
学
遮
那
止
観
之
宗
一
、
而
毎
レ
披
二
天
台
山
図
一
、
恒
瞻
二
華
頂
石
橋
之
形
勝
一
、
未
レ
遇
二
良
縁
一
、
久
以
存
思
、
爰
至
二
田
邑
聖
主
享
一
レ
国
、
伏
蒙
特
賜
二
恩
許
一
出
レ
界
、
嘉
祥
四
年
四
月
十
五
日
辞
二
京
輦
一
向
二
大
宰
府
一
、
五
月
廿
四
日
得
レ
達
二
前
処
一
、
以
無
二
便
船
一
、
暫
寄
二
住
城
山
四
王
院
一
、
更
蒙
二
天
恩
一
、
賜
二
給
月
粮
一
、
少
監
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
有
蔭
・
筑
前
介
正
六
位
上
紀
朝
臣
愛
宕
麻
呂
勾
二
当
其
事
二
、（
後
略
）
　
入
唐
僧
・
円
珍
は
嘉
祥
四
年
（
八
五
一
）
四
月
十
五
日
に
京
を
出
発
し
、
同
五
月
二
十
四
日
に
大
宰
府
に
到
着
し
た
が
、「
便
船
」
が
な
か
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
、「
城
山
四
王
院
」
に
寄
住
し
て
い
た
と
い
う
。
同
様
の
史
料
は
、
平
安
遺
文
四
四
六
四
、
四
四
八
二
号
に
も
み
え
る
。
【
史
料　
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
二
月
十
四
日
条
12
神
祇
官
奏
言
。
肥
後
国
阿
蘓
大
神
懐
二
蔵
怒
気
一
。
由
レ
是
、可
下
発
二
疫
癘
一
憂
中
隣
境
兵
上
。
勅
、
国
司
潔
齋
、
至
誠
奉
幣
、
并
転
二
読
金
剛
般
若
経
千
巻
、
般
若
心
経
万
巻
一
。
大
宰
府
司
於
二
城
山
四
王
院
一
、
転
二
読
金
剛
般
若
経
三
千
巻
、
般
若
心
経
三
万
巻
一
、
以
奉
レ
謝
二
神
心
一
消
二
伏
兵
疫
一
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
阿
蘇
大
神
の
怒
気
に
よ
る
疫
病
、
あ
る
い
は
隣
国
の
兵
の
脅
威
を
消
伏
す
る
た
め
、
城
山
（
大
野
城
）
四
王
院
に
お
い
て
金
剛
般
若
経
、
般
若
心
経
の
転
読
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
【
史
料　
】『
永
昌
記
』
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
六
月
十
七
日
条
13
四
天
王
寺
言
二
上
天
王
像
振
鳴
一
。
【
史
料　
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
八
月
二
日
条
14
天
皇
幸
二
八
省
院
一
、奉
二
幣
伊
勢
大
神
宮
一
。依
レ
祈
二
太
宰
府
四
王
寺
仏
像
堂
舎
鳴
響
一
也
。
　
以
上
の
二
史
料
は
、
大
野
城
の
四
天
王
寺
の
仏
像
・
堂
舎
に
お
け
る
怪
音
の
事
実
を
伝
え
る
。
【
史
料　
】『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
五
月
十
三
日
条
15
天
晴
。
及
二
午
後
一
参
二
右
府
一
。
依
ニ
宇
佐
異
事
一
、
可
レ
有
二
御
祈
願
事
一
之
由
、
可
レ
賜
ニ
太
宰
并
五
畿
七
道
諸
国
官
符
一
之
状
、
次
承
レ
之
仰
二
下
大
夫
史
貞
行
宿
祢
一
。
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【
史
料　
】『
類
聚
符
宣
抄
』
万
寿
三
年
五
月
十
三
日
太
政
官
符
16
太
政
官
符
大
宰
府
応
下
祈
二
祷
仏
神
一
攘
ニ
除
疾
疫
一
兼
慎
中
兵
革
上
事
右
得
二
彼
府
去
三
月
廿
三
日
解
状
一 
、
得
二
管
豊
前
国
今
月
廿
日
解
状
一 
、
八
幡
宇
佐
宮
今
月
十
七
日
移 
、
西
門
外
腋
御
幣
殿
東
方
柞
木
俄
枯
、
一
葉
無
レ
青
、
今
月
十
三
日
申
時
所
二
見
及
一
也
。
又
同
月
十
七
日
辰
時
、
鴨
一
隻
集
南
楼
上
一
者
、
神
祇
官
勘
申
云
、
依
二
彼
宮
司
等
神
事
異
例
之
祟
一
、
有
二
疫
癘
一
歟
。
従
二
兌
坤
方
一
、
有
二
兵
革
之
事
一
歟
者
。
陰
陽
寮
勘
申
云
、
柞
木
恠
、
恠
所
宮
司
中
、
寅
子
年
人
非
レ
有
二
闘
乱
一
、
丑
未
人
憂
二
病
患
一
乎
。
期
二
恠
日
以
後
卅
日
内
及
八
月
節
中
丙
丁
日
一
也
。
鴨
恠
、
天
下
非
レ
有
二
疾
疫
一
、
坤
良
方
国
奏
二
兵
革
一
哉
。
期
二
恠
日
以
後
廿
日
内
及
六
月
七
月
十
一
月
節
中
庚
辛
日
一
也
者
。
霊
社
示
レ
異
、
亀
筮
告
レ
凶
、
畏
懼
之
至
可
レ
不
レ
慎
哉
。
夫
消
二
災 
於
未
兆
一
、
莫
レ
先
二
仏
力
一
。
期
二
福
祚
於
方
来
一
、
不
レ
如
二
神
符
一
。
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
宜
下
仰
二
彼
府
一
於
二
四
王
院
一
、
修
善
祈
祷
。
予
慎
二
兵
革
一
。
於
二
管
内
国
分
寺
一
、
請
二
浄
行
僧
一
三
箇
日
間
、
転
二
読
仁
王
般
若
経
一
、
防
二
其
疾
疫
一
。
兼
令
三
宮
司
厳
加
二 
誡
一
、
専
竭
中
如
在
之
礼
上
、
莫
レ
致
二
違
例
之
徴
一
。
自
余
祈
祷
、
温
レ
故
勤
修
者
、
府
宜
二
承
知
依
レ
宣
行
一
レ
之
。
符
到
奉
行
。
左
中
弁
源
朝
臣
〔
経
頼
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
大
史
小
槻
宿
祢
　
　
　
万
寿
三
年
五
月
十
三
日
　
以
上
の
二
史
料
は
、
豊
前
国
宇
佐
八
幡
宮
の
怪
異
現
象
に
対
し
て
、
大
野
城
四
天
王
寺
に
お
い
て
祈
祷
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
大
宰
府
大
野
城
の
四
天
王
寺
は
、
十
一
世
紀
初
頭
ご
ろ
ま
で
確
認
で
き
る
。
大
野
城
に
は
、
北
西
方
に
毘
沙
門
天
、
東
方
に
持
国
天
、
南
方
に
増
長
天
、
西
南
方
に
広
目
天
の
地
名
が
遺
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
四
峰
に
設
け
ら
れ
た
堂
宇
に
そ
れ
ぞ
れ
四
天
王
像
を
各
一
体
ず
つ
安
置
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い 
る 
。
そ
の
各
堂
舎
に
浄
行
僧
四
人
が
一
人
ず
（
７
）
つ
専
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ⅱ　
出　
羽　
国
　
次
に
出
羽
国
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
延
喜
式
』
主
税
上
で
あ
る
。
【
史
料　
】『
延
喜
式
』
主
税
上
17
出
羽
国
正
税
廿
五
万
束
。
公
廨 
四
万
束
。
月
山
大
物
忌
神
祭
料
二
千
束
。
文
殊
会
料
二
千
束
。
神
宮
寺
料
一
千
束
。
五
大
尊
常
燈
節
供
料
五
千
三
百
束
。
四
天
王
修
法
僧
供
養
并
法
服
料
二
千
六
百
八
十
束
。
健
児
粮
料
五
万
八
千
四
百
十
二
束
。
修
理
官
舎
料
十
万
束
。
池
溝
料
三
万
束
。
救
急
料
八
万
束
。
国
学
生
料
二
千
束
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
羽
国
で
は
「
四
天
王
修
法
僧
供
養
并
法
服
料
」
と
し
て
二
千
六
百
八
十
束
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
隣
国
の
陸
奥
国
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
出
羽
国
で
は
と
く
に
四
天
王
法
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
【
史
料　
】『
類
聚
国
史
』
巻
一
七
一　
天
長
七
（
八
三
〇
）
年
正
月
癸
卯
条
18
出
羽
国
駅
伝
奏
云
、鎮
秋
田
城
国
司
正
六
位
上
行
介
藤
原
朝
臣
行
則
今
月
三
日
酉
時
牒
 
、
今
日
辰
刻
、
大
地
震
動
、
響
如
二
雷
霆
一
。
登
時
城
郭
官
舎
并
四
天
王
寺
丈
六
仏
像
、
四
王
堂
舎
等
、
皆
悉
顛
倒
。
城
内
屋
仆
、
撃
死
百
姓
十
五
人
、
支
体
折
損
之
類
一
百
余
― 120 ―
人
也
。
歴
代
以
来
未
二
曾
有
一
レ
聞
。
地
之
割
辟
、
或
処
卅
許
丈
、
或
処
廿
許
丈
、
無
二
処
不
一
レ
辟
。
又
城
辺
大
河
云
二
秋
田
河
一
。
其
水
涸
尽
、
流
細
如
レ
溝
。
疑
是
河
底
辟
分
、
水
漏
通
レ
海
歟
。
吏
民
騒
動
、
未
二
熟
尋
見
一
。
添
河
覇
別
河
、
両
岸
各
崩
塞
。
其
水
汎
濫
、
近
側
百
姓
懼
レ
当
二
暴
流
一
。
競
陟
二
山
崗
一
。
理
須
下
細
録
二
損
物
一
馳
牒
上
。
而
震
動
一
時
七
八
度
、
風
雪
相
并
、
迄
レ
今
不
レ
止
、
後
害
難
レ
知
。
官
舎
埋
レ
雪
、
不
レ
能
二
弁
録
一
。
夫
辺
要
之
固
、
以
レ
城
為
レ
本
。
今
已
頽
落
、
何
支
二
非
常
一
。
仍
須
下
差
二
諸
郡
援
兵
一
、
相
二
副
見
兵
一
備
二
不
虞
一
者
。
臣
未
レ
審
二
商
量
一
、
事
在
二
意
外
一
。
仍
且
差
二
援
兵
五
百
人
一
配
遣
、
准
レ
令
馳
駅
言
上
。
但
損
物
色
目
細
録
追
上
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
大
地
震
で
、
秋
田
城
が
倒
壊
し
、
死
者
一
五
人
、
負
傷
者
一
〇
〇
人
余
り
が
出
た
。
そ
の
際
に
、
城
内
の
「
四
天
王
寺
」
と
「
四
天
王
堂
舎
」
が
倒
壊
し
た
い
う
。
こ
れ
は
、
秋
田
城
内
に
四
天
王
寺
、
四
天
王
堂
舎
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
初
見
記
事
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
み
え
る
「
四
天
王
寺
」
と
「
四
王
堂
舎
」
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
虎
尾
俊
哉
氏
に
よ
れ
ば
、「
四
天
王
寺
」
に
は
、
本
尊
の
丈
六
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、「
四
王
堂
舎
」
と
は
、
大
宰
府
大
野
城
の
例
に
倣
い
、
東
西
南
北
の
要
所
に
そ
れ
ぞ
れ
堂
舎
を
設
け
、
一
堂
に
一
王
を
安
置
す
る
形
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い 
る 
。
た
し
か
に
虎
尾
氏
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
記
事
（
８
）
に
み
え
る
「
四
天
王
寺
」
と
「
四
王
堂
舎
」
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
秋
田
城
に
お
け
る
四
天
王
寺
の
存
在
は
、
現
在
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
銅
印
「
四
王
寺
印
」
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ 
る 
。
こ
の
「
四
王
寺
印
」
は
、
（
９
）
江
戸
時
代
の
寛
文
年
間
以
後
に
京
都
の
聖
護
院
末
の
積
善
院
に
伝
来
し
、
昭
和
二
八
年
三
月
三
一
日
に
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
文
化
庁
が
購
入
し
、
昭
和
五
四
年
四
月
一
日
に
京
都
国
立
博
物
館
に
管
理
換
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
四
王
寺
印
は
も
と
秋
田
県
の
四
王
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
四
王
寺
印
が
積
善
院
に
移
っ
た
経
緯
は
、古
四
王
神
社
の
神
宮
寺
が
聖
護
院
末（
積
善
院
は
聖
護
院
の
塔
頭
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
現
在
、
秋
田
城
跡
に
隣
接
し
て
古
四
王
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
「
古
四
王
神
社
」
は
、
秋
田
県
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
潟
、
山
形
、
岩
手
、
福
島
な
ど
の
各
県
に
分
布
し
て
お
り
、北
陸
地
方
、東
北
地
方
に
独
特
の
神
社
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
秋
田
城
跡
に
隣
接
す
る
古
四
王
神
社
が
も
っ
と
も
古
く
、
総
本
社
格
と
い
え
る
。
　
社
伝
に
よ
れ
ば
、
崇
神
天
皇
の
代
に
大
彦
命
が
北
陸
一
帯
に
遠
征
し
、
こ
の
地
に
武
甕
槌
命
を
祀
り
、
齶
田
浦
の
神
と
称
し
、
こ
れ
に
阿
倍
比
羅
夫
が
蝦
夷
を
伐
っ
た
さ
い
大
彦
命
を
合
祀
し
て
古
四
王
神
と
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
古
四
王
神
社
の
「
古
四
王
」
と
は
、
も
と
も
と
「
越
王
」（
北
陸
の
王
）
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
説
明
で
あ
る
。
　
だ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
四
王
神
社
の
起
源
を
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
記
事
に
み
え
る
「
四
天
王
寺
」「
四
王
堂
」
に
求
め
る
虎
尾
俊
哉
氏
や
瀧
音
能
之
 
の
見
解
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
古
四
王
」
と
は
、
か
つ
て
秋
田
城
に
存
在
し
た
四
天
王
寺
を
起
源
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
き
の
「
四
王
寺
印
」
が
古
四
王
神
社
の
神
宮
寺
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
に
関
係
す
る
だ
ろ
う
。「
古
四
王
神
社
」
の
総
本
社
格
が
秋
田
城
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
、
出
羽
国
内
に
お
け
る
四
天
王
法
が
、
秋
田
城
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（　
）
10氏
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Ⅲ　
山　
陰　
道
　
四
天
王
法
の
存
在
は
、
九
世
紀
の
山
陰
道
諸
国
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
史
料　
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
五
月
廿
六
日
条
19
造
二
八
幅
四
天
王
像
五
鋪
一
、
各
一
鋪
下
二
伯
耆
、
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
、
長
門
等
国
一
。
下
二
知
国
司
一
曰
。
彼
国
地
在
二
西
極
一
。
堺
近
二
新
羅
一
。
警
備
之
謀
、
当
レ
異
二
他
国
一
。
宜
下
帰
二
命
尊
像
一
、
勤
誠
修
レ
法
、
調
二
伏
賊
心
一
、
消
中
却
災
変
上
。
仍
須
レ
点
下
択
地
勢
高
敞
瞼
二
瞰
賊
境
一
之
道
場
上
。
若
素
无
二
道
塲
一
、
新
択
二
善
地
一
、
建
二
立
仁
祠
一
、
安
二
置
尊
像
一
。
請
二
国
分
寺
及
部
内
練
行
精
進
僧
四
口
一
、
各
当
下
像
前
依
二
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
一
、
昼
転
二
経
巻
一
、
夜
誦
二
神
咒
一
。
春
秋
二
時
別
一
七
日
。
清
浄
堅
固
。
依
レ
法
薫
修
上
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、八
幅
の
四
天
王
像
五
鋪
を
造
り
、各
一
鋪
を
伯
耆
、出
雲
、石
見
、
隱
岐
、
長
門
等
の
国
に
下
す
と
い
う
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
国
の
地
は
「
西
極
」
に
あ
り
、
堺
は
新
羅
と
接
す
る
た
め
、
他
国
に
増
し
て
警
護
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
四
天
王
法
を
行
い
、「
賊
心
」
を
「
調
伏
」
し
、
「
災
変
」
を
「
消
却
」
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、
尊
像
を
安
置
し
、
国
分
寺
及
び
部
内
の
練
行
精
進
僧
四
口
を
請
い
、
各
像
の
前
に
、
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
に
も
と
づ
き
、
昼
は
経
巻
を
転
じ
、
夜
は
神
咒
を
誦
し
、
春
秋
二
時
ご
と
に
一
七
日
、
清
浄
堅
固
に
し
て
、
法
に
よ
り
て
薫
修
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
大
野
城
に
お
け
る
「
四
天
王
法
」
と
同
様
で
あ
る
。
【
史
料　
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
六
月
廿
三
日
条
20
勅
、
令
下
因
幡
、
伯
耆
、
出
雲
、
隠
岐
、
長
門
等
国
、
調
二
習
人
兵
一
、
修
二
繕
器
械
一
、
戒
二
慎
斥
候
一
、
固
二
護
要
害
一
。
災
消
異
伏
、
理
帰
中
仏
神
上
。
亦
須
下
境
内
群
神
班
レ
幣
、
於
二
四
天
王
像
僧
前
一
修
中
調
伏
法
上
。
以
二
蓍
亀
告
一
可
レ
有
二
辺
警
一
也
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
蓍
亀
に
よ
り
辺
要
国
の
警
固
の
必
要
性
が
告
げ
ら
れ
た
た
め
、
因
幡
、
伯
耆
、
出
雲
、
隠
岐
、
長
門
等
の
日
本
海
側
の
諸
国
に
命
じ
て
、
四
天
王
像
の
前
に
お
い
て
新
羅
調
伏
の
法
を
行
わ
せ
た
と
い
う
。こ
う
し
た「
四
天
王
法
」
の
財
源
は
、
や
は
り
大
宰
府
や
出
羽
国
の
場
合
と
同
様
、
当
国
の
正
税
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
【
史
料　
】『
延
喜
式
』
主
税
上
21
凡
伯
耆
国
四
王
寺
修
法
料
稲
四
千
四
百
九
十
束
三
把
。
用
二
当
国
正
税
一
充
レ
之
。
凡
出
雲
国
四
王
寺
春
秋
修
法
。
毎
季
七
箇
日
供
養
并
燈
分
料
。
四
王
四
前
。〈
一
前
一
日
供
飯
料
稲
四
把
。
粥
料
稲
八
分
。
餅 
料
各
稲
三
把
。
煎 
料
油
一
合
八
勺
。
雑
菓
子
四
升
。
燈
油
二
合
。〉
僧
四
口
。〈
一
口
一
日
供
飯
料
稲
四
把
。
粥 
料
稲
八
分
。
塩
一
合
二
勺
。
芥
子
五
勺
。
紫
苔
。
大
凝
菜
。
醤
。
味
醤
。
酢
各
一
合
。
海
藻
。
滑
海
藻
各
三
両
。
大
豆
。
小
豆
各
五
合
。〉
童
子
四
人
。〈
一
人
一
日
飯
料
稲
二
把
。
塩
二
勺
。
海
藻
三
分
。〉
年
料
〈
除
春
秋
修
法
日
。
常
燈
日
別
二
合
。
通
計
長
夜
短
夜
。
所
行
四
王
供
飯
粥
。
四
僧
供
飯
海
藻
。
滑
海
藻
。
塩
。
酢
。
童
子
四
人
飯
塩
海
藻
等
。
准
修
法
日
供
行
之
。〉
以
二
正
税
一
充
行
。
若
請
二
用
国
分
寺
僧
一
。
除
二
二
季
一
之
外
。
供
養
本
寺
充
之
。
凡
長
門
国
四
王
寺
修
法
料
。
稲
四
千
六
百
六
十
八
束
四
把
。〈
三
百
束
四
王
燈
油
料
。
八
百
六
十
二
束
四
把
同
四
王
修
供
。
并
四
僧
童
子
四
人
食
料
。
千
七
百
八
十
二
束
僧
四
口
二
季
法
服
料
。
千
七
百
廿
四
束
同
僧
布
施
料
。〉
以
二
当
国
正
税
一
充
レ
之
。
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Ⅳ　
北　
陸　
道
　
こ
の
よ
う
に
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
日
本
海
側
の
諸
国
を
中
心
に
「
四
天
王
法
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
さ
ら
に
、
北
陸
地
方
に
お
い
て
も
、
そ
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
　
鈴
木
景
二
氏
は
、
金
沢
市
の
北
東
部
に
あ
る
「
四
王
寺
町
」
に
つ
い
て
、
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
て
日
本
海
側
諸
国
が
古
代
の
四
天
王
法
と
関
係
す
る
地
名
で
あ
り
、
か
つ
て
こ
こ
に
古
代
の
四
天
王
像
を
祀
っ
て
い
た
四
天
王
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い 
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
は
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
て
日
本
海
側
諸
国
で
四
天
王
像
が
祀
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
北
陸
地
方
も
例
外
で
は
な
く
、
平
安
時
代
の
こ
の
地
に
、
異
族
襲
来
を
調
伏
す
る
た
め
の
四
天
王
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の「
四
王
寺
町
」に
つ
い
て
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、そ
の
立
地
で
あ
る
。こ
の
地
は
日
本
海
や
河
北
潟
を
見
下
ろ
せ
る
尾
根
上
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
は
貞
観
九
年
の
山
陰
道
諸
国
四
天
王
寺
設
置
命
令
の
中
に
「
地
勢
高
敞
に
し
て
賊
境
を
瞼
瞰
す
る
道
場
」
を
選
ぶ
べ
き
こ
と
と
す
る
条
件
と
一
致
し
て
い
る
と
鈴
木
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
大
野
城
や
秋
田
城
の
四
天
王
寺
も
、
見
晴
ら
し
の
い
い
高
い
所
を
選
ん
で
建
立
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
条
件
が
あ
る
程
度
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
　
も
う
一
点
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
周
辺
の
観
法
寺
町
に
は
、
郡
家
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
こ
の
付
近
が
「
郡
家
」
を
思
わ
せ
る
行
政
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
置
賜
郡
家
と
想
定
さ
れ
る
道
伝
遺
跡
な
ど
と
同
様
、
郡
家
に
付
随
し
て
四
天
王
法
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
　
石
川
県
で
は
こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ 
。 
（　
）
11る
（　
）
12る
【
史
料　
】
石
川
県
小
松
市
高
堂
遺
跡
出
土
木
簡
22
「
金
光
明
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
五
）
×
二
八
×
五　
〇
一
九
型
式
　
高
堂
遺
跡
で
は
平
安
時
代
の
建
物
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建
物
群
を
区
画
す
る
南
北
溝
か
ら
、
多
数
の
墨
書
土
器
な
ど
と
と
も
に
本
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
高
堂
遺
跡
は
古
代
で
は
能
美
郡
に
属
し
、
遺
跡
の
周
辺
に
は
石
川
県
内
で
も
有
数
の
能
美
古
墳
群
が
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
こ
の
遺
跡
の
隣
接
地
を
「
能
美
郡
家
」
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
は
能
美
郡
家
に
関
わ
る
何
ら
か
の
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
遺
跡
が
、
日
本
海
に
面
し
た
地
域
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
も
や
は
り
、
対
外
的
脅
威
か
ら
の
守
護
と
い
う
意
味
か
ら
、
こ
の
地
で
金
光
明
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
に
も
と
づ
く
四
天
王
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
も
郡
家
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
　
山
形
県
川
西
町
道
伝
遺
跡
の
「
四
天
王
」
木
簡
、
遊
佐
町
宮
ノ
下
遺
跡
出
土
の
「
四
天
王
」
銘
墨
書
土
器
に
端
を
発
し
て
諸
資
料
を
渉
猟
し
た
結
果
、
九
世
紀
以
降
に
お
け
る
「
四
天
王
法
」
の
広
ま
り
は
、
出
羽
か
ら
、
北
陸
、
山
陰
道
を
経
て
、
西
海
道
に
至
る
、
日
本
海
側
諸
国
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
当
時
の
国
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
郡
レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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三　
四
天
王
法
拡
大
の
背
景
　
九
世
紀
以
降
、
日
本
海
側
を
中
心
に
四
天
王
修
法
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
新
羅
を
中
心
と
す
る
対
外
意
識
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
村
井
章
介
氏
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
以
降
、「
国
内
に
お
い
て
新
羅
と
関
係
す
る
不
穏
な
情
勢
と
、
ケ
ガ
レ
意
識
の
肥
大
化
に
よ
る
境
外
の
ケ
ガ
レ
た
空
間
へ
の
恐
怖
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
支
配
層
の
な
か
に
新
羅
に
対
す
る
強
烈
な
排
外
意
識
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
奈
良
時
代
の
対
抗
意
識
と
は
異
な
っ
て
、
蔑
視
と
畏
怖
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
排
斥
の
感
情
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
神
仏
の
加
護
に
よ
っ
て
し
か
脱
却
さ
れ
え
な
い
も
の
だ
っ
た
」と
い 
。こ
の
こ
と
を
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
四
天
王
法
に
関
す
る
記
事
と
そ
の
論
理
が
き
わ
め
て
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
【
史
料　
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
十
一
月
十
七
日
条
23
勅
曰
。
廼
者
恠
異
頻
見
。
求
二
之
蓍
亀
一
。
新
羅
賊
兵
常
窺
二
間
隙
一
。
災
変
之
発
唯
縁
二
斯
事
一
。
夫
攘
二
災
未
兆
一
。
遏
二
賊
將
来
一
。
唯
是
神
明
之
冥
助
。
豈
云
二
人
力
之
所
二
レ
爲
。
宜
レ
令
下
能
登
。
因
幡
。
伯
耆
。
出
雲
。
石
見
。
隠
岐
。
長
門
。
大
宰
等
国
府
。
班
二
幣
於
邑
境
諸
神
一
。
以
祈
中
鎭
護
之
殊
効
上
。
又
如
レ
聞
。
所
差
健
兒
。
統
領
選
士
等
。
苟
預
二
人
流
一
。
曽
無
二
才
器
一
。
徒
称
二
爪
牙
之
備
一
。
不
レ
異
二
蟷
之
衛
一
。
况
復
可
レ
教
之
民
。
何
禦
二
非
常
之
敵
一
。
亦
夫
十
歩
之
中
必
有
二
芳
草
一
。
百
城
之
内
寧
乏
二
精
兵
一
。
宜
レ
令
下
同
国
府
等
勤
加
二
試
練
一
必
得
中
其
人
上
。
　
さ
ら
に
、
王
土
思
想
と
の
関
連
で
考
え
て
み
る
と
、
か
つ
て
河
音
能
平
氏
は
、
「
律
令
制
的
公
地
公
民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
も
と
で
は
「
ア
ン
ジ
ッ
ヒ
（
即
自
（　
）
13う
的
）
な
王
土
思
想
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
律
令
制
支
配
体
制
の
解
体
が
進
む
な
か
で
王
土
思
想
は
「
フ
ュ
ア
ジ
ッ
ヒ
（
対
自
的
）」
な
支
配
思
想
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し 
。
村
井
氏
は
こ
れ
を
「
日
本
の
支
配
層
が
「
王
土
」
が
現
実
に
は
閉
じ
た
空
間
と
し
て
の
「
国
土
」
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
を
は
じ
め
て
対
自
的
に
意
識
し
た
、
と
い
う
内
容
を
も
つ
も
の
」
と
理
解
し
、
こ
れ
が
九
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
王
土
思
想
が
桓
武
朝
に
す
で
に
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ 
。
こ
う
し
た
王
土
思
想
の
転
換
と
、
日
本
列
島
の
境
界
意
識
の
変
化
、
辺
要
国
に
お
け
る
四
天
王
法
の
重
視
は
、
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
ま
た
、
辺
要
国
に
お
け
る
四
天
王
法
が
、
本
来
は
新
羅
の
調
伏
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
大
同
二
年
次
は
疫
病
、
貞
観
一
一
年
次
の
城
山
四
王
院
の
事
例
は
阿
蘇
大
神
の
怒
気
に
よ
る
疫
病
と
さ
れ
、
実
相
の
軍
事
的
な
外
敵
に
対
し
て
で
は
な
く
国
の
縁
辺
か
ら
進
入
し
中
央
に
疫
病
を
も
た
ら
す
観
念
的
な
外
敵
に
向
け
ら
れ
た
も
の 
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
観
念
的
な
外
敵
に
対
す
る
神
仏
の
加
護
が
、
辺
要
国
に
お
け
る
四
天
王
法
の
特
徴
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
冒
頭
で
示
し
た
道
伝
遺
跡
出
土
木
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
九
世
紀
代
に
は
出
羽
国
内
の
内
陸
部
の
郡
家
に
お
い
て
も
四
天
王
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
出
羽
国
の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
九
世
紀
以
降
に
は
境
界
に
対
す
る
観
念
的
な
意
識
が
広
ま
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。
今
後
は
、「
四
天
王
法
」
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
も
出
羽
国
内
の
城
柵
や
郡
家
の
機
能
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
（　
）
14た
（　
）
15る
（　
）
16」
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お
わ
り
に
　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
（
１
） 
古
代
辺
要
国
に
お
い
て
四
天
王
寺
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、本
来
的
に
は
、
辺
境
鎮
護
の
た
め
、
城
（
軍
事
施
設
）
内
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
２
） 
と
く
に
南
の
軍
事
的
拠
点
で
あ
る
大
宰
府
大
野
城
と
、北
の
軍
事
的
拠
点
で
あ
る
出
羽
国
秋
田
城
に
お
い
て
、
城
の
東
西
南
北
に
四
天
王
像
を
安
置
す
る
と
い
う
同
様
の
設
置
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
律
令
国
家
が
、
ま
ず
は
政
策
的
な
意
図
を
も
っ
て
北
と
南
に
四
天
王
像
を
安
置
し
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
。
文
献
上
、
秋
田
城
四
天
王
寺
の
建
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
大
野
城
四
王
院
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
建
立
時
期
は
大
野
城
四
王
院
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
３
） 
九
世
紀
以
降
、
四
天
王
法
は
日
本
海
側
の
諸
国
を
中
心
に
拡
大
す
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
対
新
羅
防
備
を
観
念
的
な
も
の
と
す
る
、
境
界
意
識
の
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
意
識
の
変
化
は
、
郡
家
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
り
、
四
天
王
法
が
郡
家
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
４
） 
さ
ら
に
出
羽
国
で
は
、四
天
王
法
は
沿
岸
部
の
み
な
ら
ず
内
陸
部
へ
も
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
出
羽
国
内
陸
部
に
お
い
て
も
観
念
的
な
国
土
境
界
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
屋
上
屋
を
重
ね
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
か
つ
て
出
土
し
た
道
伝
遺
跡
二
号
木
簡
を
再
検
討
す
る
と
い
う
意
図
か
ら
、
古
代
辺
要
国
に
お
け
る
四
天
王
法
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
、
諸
史
料
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
る
作
業
を
試
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
東
北
、
と
く
に
出
羽
の
城
柵
と
四
天
王
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
自
覚
的
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
海
を
介
し
た
、
四
天
王
法
、
四
天
王
信
仰
の
拡
大
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思 
。
今
更
な
が
ら
、
信
仰
の
伝
播
ル
ー
ト
と
し
て
の
日
本
海
の
重
要
性
が
、
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
（
１
） 
道
伝
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
川
西
町
教
育
委
員
会
『
道
伝
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
川
西
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
８
集
、
一
九
八
四
年
を
参
照
。
（
２
） 
平
川
南
「
山
形
県
道
伝
遺
跡
の
木
簡
」
注
（
１
）
報
告
書
所
収
。
一
号
木
簡
の
考
察
部
分
に
関
し
て
は
平
川
南
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
に
再
録
。
（
３
） 
道
伝
遺
跡
を
九
世
紀
段
階
に
お
け
る
置
賜
郡
家
と
す
る
見
解
は
、川
崎
利
夫「
置
賜
地
域
に
お
け
る
郡
衙
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
米
沢
史
学
』
一
九
号
、
二
〇
〇
三
年
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
４
） 
前
注
平
川
論
文
。『
木
簡
研
究
』
二
、
一
九
八
〇
年
。
（
５
） 
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
宮
ノ
下
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
集
。
齋
藤
俊
一「
宮
ノ
下
遺
跡
及
び
周
辺
の
遺
跡
に
つ
い
て
」『
第　
回
古
代
城
柵
官
衙
遺
跡
検
討
会
資
料
』、
一
九
九
六
22
年
。
（
６
） 
大
宰
府
四
天
王
寺
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
山
村
信
榮
「
国
境
に
お
け
る
古
代
山
城
と
仏
教
」『
都
府
楼
』
二
五
、
一
九
九
八
年
を
参
照
。
（
７
） 
山
村
注
（
６
）
論
文
。
小
田
富
士
雄
「
古
代
の
大
宰
府
四
王
院
」『
九
州
史
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
八
年
。
（
８
） 
虎
尾
俊
哉
「
古
四
王
神
社
と
四
天
王
寺
・
四
天
堂
」『
古
代
東
北
と
律
令
法
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
八
九
年
。
以
下
、
虎
尾
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。
（
９
） 
難
波
田
徹
「「
四
王
寺
印
」
と
印
鑰
祭
」『
学
叢
』
三
、
一
九
八
一
年
。
（　
）
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（　
） 
瀧
音
能
之
「
古
四
王
神
社
の
由
来
」『
歴
史
手
帖
』
一
二－
五
、
一
九
八
四
年
10
（　
） 
鈴
木
景
二
「
弥
勒
寺
・
四
王
寺
・
観
法
寺
」『
金
沢
市
史　
会
報
』
三
、
一
九
九
11八
年
。
（　
） 
戸
澗
幹
夫
「
石
川
・
高
堂
遺
跡
」『
木
簡
研
究
』
四
、
一
九
八
二
年
。
12
（　
） 
村
井
章
介
「
王
土
王
民
思
想
と
九
世
紀
の
転
換
」『
思
想
』
八
四
七
、
一
九
九
五
13年
。
（　
） 
河
音
能
平
「
王
土
思
想
と
神
仏
習
合
」『
中
世
封
建
社
会
の
都
市
と
農
村
』
東
京
14大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
。
初
出
は
一
九
七
六
年
。
（　
） 
三
谷
芳
幸
「
律
令
国
家
の
山
野
支
配
と
王
土
思
想
」
笹
山
晴
生
編
『
日
本
律
令
15制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。
（　
） 
山
村
注
（
６
）
論
文
。
16
（　
） 
こ
れ
に
関
連
し
て
、
太
平
洋
側
北
辺
の
研
究
と
し
て
、
陸
奥
国
の
毘
沙
門
天
信
17仰
に
つ
い
て
の
窪
田
大
介
氏
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
（「
鎮
守
府
の
吉
祥
天
悔
過
と
岩
手
の
毘
沙
門
天
像
」『
歴
史
に
お
け
る
史
料
の
発
見
』
平
田
耿
二
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
、
一
九
九
七
年
）。
氏
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
陸
奥
国
の
鎮
守
府
に
お
い
て
は
律
令
国
家
の
蝦
夷
政
策
の
一
環
と
し
て
吉
祥
天
悔
過
が
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
本
尊
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
た
毘
沙
門
天
像
が
契
機
と
な
っ
て
、岩
手
県
内
に
毘
沙
門
天
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
お
り
、興
味
深
い
。こ
れ
と
同
様
に
、
日
本
海
側
北
辺
の
四
天
王
法
に
つ
い
て
も
、蝦
夷
と
の
関
係
も
当
然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、地
域
社
会
に
お
け
る
信
仰
の
受
容
形
態
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔
付
記
１
〕
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
研
究
会
大
会
（
二
〇
〇
三
年
十
月
十
七
日
、
於
山
形
大
学
）
で
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
〔
付
記
２
〕
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
若
手
研
究
（
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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